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高江着陸帯強行

尭斤王先　　　　王求

匡Ii垂人権理事会の理事国選挙を・巡る公
開討論会で、発言する義治美佐子大便
＝22日、米ニューヨークの国連本部

（国連のホームページカ）ら）

「
集
会
の
自
由
」
疑
問
視

国
連
討
論
会
人
権
団
体
、
日
本
に
質
問

【
問
山
栄
恵
本
紙
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
】
米
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
現
地
時
間
2
2
日
午
後

（
日
本
時
間
2
3
日
午
前
）
に
開
か
れ
た
国
連
人
権

理
事
会
の
理
事
国
選
挙
を
巡
る
公
開
討
論
会
で
、

理
事
国
に
立
候
補
す
る
日
本
政
府
に
対
し
、
国
際

人
権
団
体
が
東
村
高
江
周
辺
で
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

着
陸
帯
（
ヘ
リ
パ
ッ
ド
）
建
設
工
事
に
抗
議
す
る

市
民
へ
の
対
応
を
問
い
た
だ
し
た
。
国
際
的
な
場

で
先
進
国
が
人
権
意
識
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
る
異

例
の
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

討
論
会
は
国
際
人
権
団
体
ア

ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
、
国
際
人
権
サ
ー
ビ
ス

（
I
S
H
R
）
、
パ
ナ
マ
政
府

の
主
催
。
理
事
国
に
立
候
補
を

表
明
し
て
い
る
日
本
、
米
国
、

英
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
9
カ
国

が
参
加
し
た
。

討
論
会
で
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
は

「
日
本
は
特
に
沖
縄
で
、
平
和

集
会
の
自
由
を
ど
の
よ
う
に
保

障
す
る
の
か
」
と
質
問
。
こ
れ

に
対
し
、
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
日
本

政
府
代
表
部
の
嘉
治
美
佐
子
大

使
は
「
日
本
の
警
察
と
抗
議
者

が
衝
突
し
て
い
る
が
詳
細
は
把

握
し
て
い
な
い
」
と
し
た
上

で
、
「
一
般
的
に
警
察
を
含
め

日
本
政
府
は
、
国
内
法
に
従
い

行
動
し
て
い
る
。
日
本
の
法
制

度
は
人
権
を
保
護
し
、
憲
法
で

平
和
集
会
の
自
由
を
保
障
し
て

い
る
」
と
強
調
し
た
。

討
論
会
前
日
、
日
本
政
府

年
嵩
江
で
多
く
の
市
民
ら
が

抗
議
す
る
中
、
全
国
か
ら
の
機

動
隊
員
を
投
入
し
ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設
工
事
を
強
行
し
た
。

討
論
会
で
の
質
問
は
短
文
投

稿
サ
イ
ト
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
で

募
集
。
国
内
N
G
O
な
ど
に
質

問
を
呼
び
掛
け
た
「
反
差
別
国

際
運
動
（
I
M
A
D
R
）
」
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
事
務
所
の
小
松
泰

介
氏
は
、
義
治
大
使
の
発
言
に

つ
い
て
「
『
国
内
法
で
（
人
権

を
）
保
障
し
て
い
る
』
と
い
う

の
は
的
外
れ
で
不
誠
実
」
と
批

判
。
「
日
本
は
国
連
で
人
権
先

進
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
し

て
い
る
が
、
実
際
は
沖
縄
に
挑

戦
的
態
度
を
示
す
な
ど
事
実
と

異
な
る
こ
と
を
し
て
顔
を
使
い

分
け
て
い
る
」
と
詣
摘
し
た
。

現
地
高
江
周
辺
で
抗
議
行
動

を
続
け
る
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー
の
山
城
博
治
議
長
は
「
日

本
政
府
は
『
違
法
で
は
な
い
』

な
ど
と
建
前
の
答
弁
を
し
た
よ
“

う
だ
が
、
数
百
も
の
警
官
を
投
一

入
し
、
圧
倒
的
な
力
で
市
民
を
m

弾
圧
し
、
排
除
し
て
い
る
と
言
…

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
国
連
側
に

は
日
本
政
府
の
形
式
的
な
話
を

聞
く
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
な

調
査
を
し
て
何
ら
か
の
判
断
を

示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
」
と
話
し
た
。


